
 

 

 

 

来年度に向けて、 

よりよい学校運営を推進していくために 

一中校区最終学校運営協議会を開催 

 

第一中学校区の子どもたちに身につけた

い力は、大きく２つありました。 

●「確かな学力を身につけ、地域・社会に役

立とうとする子ども」 

●「人を大切にし、  

ふるさと境港を愛する子ども」 

これら大きく２つを柱に、子どもたちの教

育が学校という場にとどまらず、地域を巻

き込んで、その中で、よりよい地域を担う人

材を育てていこうとするものです。 

特に、子どもたちは、地域の人材や素材との

かかわりを通して、 

「自分の住んでいるまちって、いいなあ」 

「こんな大人の人って、魅力的だなあ」 

「こんな人みたいに、自分もがんばりたい

なあ」 

「地域のために自分もがんばりたい」 

といった思いを少しでももてるよう、学校 

内外を問わず、学習や体験活動を展開して 

きました。 

最終の学校運営協議会の冒頭部分での岩

本会長は、本年度の成果と課題について、次

のように紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 学校運営協議会での様子 

【成果】 

コロナ禍で、学校運営協議会として思っ

た活動や協議が昨年度まで、なかなかでき

ていなかったが、今年度は、地域の方々と６

年生とのボッチャによる交流体験(境小学

校)もできたり、また、これまで行ってきた

「見守り・あいさつの活動」も中学校区内で

継続的に行ったりすることができたのは、

とてもよかった。 

 一個人としても、学校の校門前にあいさ

つに立つことで子どもたちとの対話もでき

るようになり、自分にとっての喜びにもな

っている。みなさんのこうした小さな取組

が、子どもたちにとっても、地域の人にとっ

てもそれぞれ学びになり、地域づくりにも

つながっていると感じている。 

【課題】 

 数年前から、教職員と学校運営協議会委

員との意見交換の機会をつくることや、小

中学生の声を学校運営協議会に反映させる

取組として熟議を計画していたが、本年度

は学校事情で熟議を開催する機会が取れな

かった。誠に、残念でした。 

学校と家庭・地域が一体となって 未来の境港を担う子どもたちを育てよう 

境港の未来を担う子どもづくりを 
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 次年度に向けて、こうした機会をきちん

と位置付けていきたい。 

 

来年度に向けての事務局体制の整備 

第一中学校区では、学校運営協議会やそ

のための準備会をはじめ、会合の調整や出

席者への案内など、極めて、多くの事務手続

きを行っています。こうした準備は、学校運

営協議会の事務局校である第一中学校の先

生にお世話になってきました。 

 しかしながら、事務局校への負担が大き

いため、来年度からは、次のような形で行っ

ていくことになりました。 

◇学校事務局は、特定の学校のみでかかえ

るのではなく、境小学校・上道小学校・第

一中学校で事務局担当を構成し、学校運

営協議会の準備会合や学校運営協議会の

進行、熟議等進め方など、事前の相談を行

い、学校運営協議会の正副会長及び事務

局担当学校長・地域学校コーディネータ

ー等を交えて、検討会を丁寧に行ってい

くことを考えています。 

◇来年度は、熟議も多様な形態や方法で実

施を想定し、学校事務局担当者が分担を

して、進行のあり方についても検討を行

っていく方向で協議を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●保護者・地域の方に学校及び子どもたち 

に関心を持ってもらいたい 

●広報を工夫し、CS の理解が必要  

 

また、今回の学校運営協議会では、これま

での取組を振り返り、様々な意見が出され

ました。 

中でも、「保護者・地域の方に学校及び子

どもたちに関心を持っていただきたい」と

いう声が学校から出ています。 

年間、一中校区の各学校では参観日をは

じめ、地域の方にも学校の子どもたちの姿

を参観してもらい、学校から示されている

子どもたちをめぐる課題や成長の姿をみて、

ご意見を伺いたいという声も上がっていま

した。 

 さらには、学校運営協議会に子どもたち

の声を反映させるために、中学生と委員と

の意見交換や生徒会からの提案を聞くなど

の場もあってもよいという意見も出ました。 

 

他にも、委員の中から、「学校運営協議会

の動きや活動についての理解・周知のあり 

方を考えていく必要もあるではないか」「子

どもたちや地域の中での姿や地域の方々と

のつながりの見える活動や協議内容等を

SNSを活用して、もっと発信してはどうか」

といった提案もみられるなど、活発な意見

交換がされました。 

 来年度に向けて、課題を意識した取組が

形となるよう、努めていく必要があります。 

 

※新年度の各小中学校の PTA 総会では、コミ

ュニティ・スクールについての説明が現在の学

校運営協議会委員の方により、行われる予定

です。 


